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件名 
山陽小野田市空き家流通促進プラットフォームを創設します。 

（令和６年４月１日スタート） 

内   容 

「山陽小野田市空き家流通促進プラットフォーム」は、法律、不動産、建築などの

専門家団体と連携し、空き家の流通促進を目指すもので、県内２番目の取り組みと

なります。              

                  記 
 

１ 運用開始   令和６年４月１日（月） 
 
２ 構 成    プラットフォームは、山陽小野田市と専門家団体（４業種５団 

体）で構成されます。 

構成メンバー 専門分野 

司法書士 

（山口県司法書士会） 

相続に関すること（空き家の登記、相続人調査、後見人設置

等に関する所有者への支援と情報提供） 

土地家屋調査士会 

（山口県土地家屋調査士会） 

土地・建物の登記に関すること（空き家の不動産表示登記・

筆界確定等に関する所有者への支援と情報提供） 

宅地建物取引士 

（山口県宅建協会宇部支部） 

（全日本不動産協会 山口県支部） 

空き家の売買契約、賃貸等に関すること（空き家の賃貸、売

買契約等に関する所有者への支援と情報提供） 

建築士 

（山口県建築士会 小野田支部） 

建物に関すること（空き家の耐震改修、リフォーム、リノベ

ーション等に関する所有者への情報提供 
 
３ 利用対象   市内にある空き家の所有者等 
 
４ 内容（目的） 「どこに相談すべきかわからない」「相談したけれど思うように進まない」

など、空き家に関する悩みを持つ所有者に寄り添い、ワンストップで課題

整理を行い、不動産や建築など不動産流通に関わる専門家が参画し、空き

家の流通促進につなげるためのプラットフォームを構築する。 

５ 支援の流れ  別紙「山陽小野田市空き家流通促進プラットフォームの流れ」参照      

記者発表資料 

 

 

 

 



・山口県司法書士会
・山口県土地家屋調査士
・山口県建築士会
・山口県宅地建物取引業協会

宇部支部
・全日本不動産協会山口県本部

賃貸

受付窓口

（山陽小野田市生活安全課
空き家対策室）

売却

親から相続した
家があるが、家
財道具の処分に
困っている。

解体

住宅
診断

協定締結団体

山陽小野田市空き家流通促進
プラットフォーム

相談者
（所有者・親族）

登記

両親が住んで
いた家の管理
をしなければ
ならないが遠
方でありなか
なか行けない。

〇山陽小野田市空き家流通促進プラットフォームの流れ
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専門家団体 所在地 専門分野 備考

山口県司法書士会 山口市神田町5番11号

・空き家の登記に関すること。

・相続人調査

・後見人設置等に関すること。

山口県土地家屋調査士会 山口市惣太夫町2番2号

・空き家の不動産表示登記

・筆界確定に関すること。

山口県建築士会 山口市大手町3番8号

・空き家の耐震改修

・空き家のリフォーム

・空き家の解体

山口県宅地建物取引業協会
宇部支部

全日本不動産協会山口県本部

宇部市常盤町二丁目3番23号

山口市小郡黄金町11番31号

・空き家の売却

・空き家の賃貸

・空き家バンクへの支援

〇山陽小野田市空き家流通促進プラットフォーム協定締結団体
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